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自宅医院の歴史とともに

� 鶴見区　浅　川　恭　行

　突然のペンリレーの原稿
依頼に驚きつつ，何を書こ
うか考えあぐねている間に
締切日を過ぎてしまい，担
当の先生にはご迷惑をおか
けしてしまいました。しか
し，原稿を書くにあたり，
自宅医院の歴史，あり方，

今後のこと等，振り返り考えるのにはよい機会
となりました。
　当院，浅川産婦人科は鶴見駅西口に昭和11年
に開院して以来，増改築を重ねてきましたが，
建物の老朽化が進んだため，全面建替えを行う
こととなり，平成16年₅月に新建物での診療が
始まりました。最新の機器を導入するとともに，
ハード面だけでなく，ソフト面においてもさら
にワンランクステップアップした医療と看護を
提供できるように日々努力を重ねています。
　「お産」というと患者さんは「自然分娩を希望」
とよく言われますが，「自然分娩」の定義は非
常に難しいので，当院では原則として予定日ま
では「できるだけ自然に近いお産を」という考
え方にたっています。しかし，よく耳にする「子
宮収縮剤は悪」という極端な考え方はおかしい
と思います。予定日を₂週間近く経過したり，
破水して時間がたつのに有効な陣痛がない場合
や，妊娠高血圧症候群などの合併症があり，少
しでも早く分娩にしなければという時には，そ
の使用法さえ正しければ，分娩を促進してもよ
いと考えています。妊娠中は初期より超音波検
査，中期以降はさらに胎児心拍モニタリングを

施行し，赤ちゃんやお母さんの異常，変調をす
みやかに発見できるよう努めています。楽に，
そして何より安全なお産ができるよう，妊婦さ
ん自身とよく話し合い，サポートできるよう考
えています。
　妊婦さん自身が妊娠や分娩についての最低限
の知識を身に着けておくことも必要かと思いま
す。「こういうお産がしたい」と妊婦さんがイ
メージしたお産が「できるだけ自然に近いお産」
ということになるのではないかと思っておりま
す。�「立ち会い分娩」も最近多くなっています
が，その名前から分娩の時だけ立ち会うという
イメージですが，当院では「夫協力分娩」と呼
び，妊娠中も分娩中も，そして出産後も奥さん
をサポートすることを目指しています。
　年間700件のお産を扱いながら，日頃不便に
思っていた点を解消するために，当院でオリジ
ナルに鉗子を開発し，商標登録しました。将来，
自分の子供たちがもし産婦人科医になった時
に，自分の名前が付いた器械があった時にどん
な思いになるか楽しみにしながら「浅川鉗子」
の名前で登録させていただきました。これも当
院の「歴史」の一コマになるかなと思っていま
す。参考までにその鉗子の説明を記してペンを
おきたいと思います。

　浅川　恭行先生から　「頼んでいいかな？」
　荏原千登里先生から　「いいとも！」

頼 ん で い い 友
ペンリレー
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